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内山節教授の略歴と著書リスト
略　歴
1950 年、東京都世田谷区生まれ、父は映画プロデューサー
私立若草幼稚園中退、世田谷区立桜丘小学校、桜丘中学校をへて、1968 年都立新宿高校卒
1973 年から哲学者・作家
2004 年 4 月から 2009 年 3 月まで、立教大学大学院異文化コミュニケーション研究科特任教授、
2010 年 4 月から 2015 年 3 月まで同 21 世紀社会デザイン研究科教授、他に東京大学文学部・
大学院人文社会系研究科、同農学部、三重大学生物資源学部、北海道大学農学部、京都大学
文学部などの兼任講師を歴任
1970 年代に入った頃から東京と群馬県の山村・上野村との二重生活、裏山と畑のある生活、上野
村農協、上野村漁協組合員、第 16 回国民文化祭（群馬県開催）総合プロデューサー、群馬
県の「新総合計画・21 世紀プラン」の作成などに関わる
NPO 法人「森づくりフォーラム」代表理事、NPO 法人「ものづくり生命文明機構」理事、一般
社団法人物々交換局顧問、「かがり火」編集長など
著書リスト
『労働過程論ノート』（1976 年、増補版 1984 年、田畑書店）　『著作集』収録
『山里の釣りから』（1980 年、日本経済評論社／ 1995 年、岩波書店「同時代ライブラリー」）　『著
作集』収録
『存在からの哲学』（1980 年、毎日新聞社）
『戦後日本の労働過程』（1982 年、三一書房）　『著作集』収録
『労働の哲学』（1982 年、田畑書店）
『フランスへのエッセー』（1983 年、三一書房）
『哲学の冒険』（1985 年、毎日新聞社／ 1999 年、「平凡社ライブラリー」）　『著作集』収録
『自然と労働』（1986 年、農文協）　『著作集』収録
『自然と人間の哲学』（1988 年、岩波書店）　『著作集』収録
『情景のなかの労働』（1988 年、有斐閣）
『《森林社会学》宣言』（編著書、1989 年、有斐閣）
『自然・労働・協同社会の理論』（1989 年、農文協）
『続・哲学の冒険』（1990 年、毎日新聞社）　『著作集』収録
『山里紀行』（1990 年、日本経済評論社）
『戦後思想の旅から』（1992 年、有斐閣）　『著作集』収録
『やませみの鳴く谷』（1992 年、新潮社）
『時間についての十二章』（1993 年、岩波書店、2011 年岩波書店人文書セレクション版）　『著作集』
収録
『森にかよう道』（1994 年、新潮社）　『著作集』収録
『森の旅』（1996 年、日本経済評論社）
『子どもたちの時間』（1996 年、岩波書店）　『著作集』収録
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『思想としての労働』（共著書、1997 年、農文協）
『貨幣の思想史』（1997 年、新潮社）　『著作集』収録
『ローカルな思想を創る』（1998 年、共著書、農文協）
『市場経済を組み替える』（1999 年、共著書、農文協）
『自由論』（1998 年、岩波書店、2014 年岩波人文書セレクション）
『里の在処』（2001 年、新潮社）　『著作集』収録
『「里」という思想』（2005 年、新潮社）
『「創造的である」ということ』（上下巻 2006 年、農山漁村文化協会）
『戦争という仕事』（2006 年、信濃毎日新聞社）　『著作集』収録
『日本人はなぜキツネにだまされなくなったのか』（2007 年、講談社現代新書）
『怯えの時代』（2009 年、新潮社）
『清浄なる精神』（2009 年、信濃毎日新聞社）
『共同体の基礎理論』（2010 年、農山漁村文化協会）　『著作集』収録
『自然の奥の神々』（写真・秋月岩魚、文・内山　節、2010 年、宝島社）
『文明の災禍』（2011 年、新潮新書）
『内山　節のローカリズム原論』（2012 年、農文協）
『新・幸福論』（2013 年、新潮社）
『内山　節・著作集』（2014 年より 15 年まで、全 15 巻、農文協）
